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千葉県隊友会事務局

事務所開所時間
月・水・金
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隊
友
千
葉
だ
よ
り

第７８号隊友千葉だより

「
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
」

県
本
部

理
事
役

小
芝
寛
海
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山
火
事
予
防
に
は
天
祐

と
な
っ
た
雨
の
中
、
令
和

７
年
度
千
葉
県
隊
友
会
通

常
総
会
に
お
い
て
令
和
７

年
度
事
業
計
画
等
が
承
認

さ
れ
、
続
く
表
彰
式
で
は

海
上
自
衛
隊
下
総
教
育
航

空
群
様
及
び
５
名
の
会
員
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
防
衛
講
話
に
お
い
て

は
国
会
対
応
等
で
多
忙
を
極
め
ら
れ
て
い
る
佐
藤
正
久

参
議
院
議
員
が
最
優
先
で
調
整
し
て
い
た
だ
き
国
政
の

立
場
か
ら
見
た
最
新
の
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
に
は
国
会
議
員

４
名
を
含
む
特
別
会
員
２
５
名
、
教
育
航
空
集
団
司
令

官
國
見
海
将
を
は
じ
め
多
く
の
在
葉
部
隊
指
揮
官
等
、

関
係
防
衛
協
力
団
体
の
ご
参
加
を
得
て
和
や
か
に
開
催

で
き
、
令
和
７
年
度
の
幕
開
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
戦
後
最
も
厳
し

く
複
雑
と
な
っ
て
い
ま
す
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
目
に
見

え
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
経
済
安
全
保
障
に
お
い
て

も
不
透
明
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
明
る
い
兆

し
と
し
て
昨
年
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
自
衛
官
の
処

遇
・
勤
務
環
境
の
改
善
及
び
新
た
な
生
涯
設
計
の
確
立

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
一
連
の
施
策
の
改
善

が
あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
声
を
あ
げ
て
い
た
も
の
が
具

現
化
さ
れ
て
き
た
と
い
う
安
堵
感
と
そ
れ
が
厳
し
い
募

会
長

菊
地

聡

私
は
郵
便
局
員
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
平
成

十
八
年
に
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
志
願
し
、
平
成

二
十
年
九
月
に
公
募
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
ま

し
た
。
親
が
自
衛
官
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
幼
い
こ

ろ
か
ら
自
衛
隊
に
興
味
は
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

体
力
も
無
く
地
元
志
向
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
郵
便
局
に
入
局
し
ま
し
た
。

二
十
代
の
頃
に
ぼ
ん
や
り
と
国
や
地
域
を
守
る
と

い
う
こ
と
、
周
辺
国
の
脅
威
に
つ
い
て
考
え
る
よ

集
環
境
に
は
ま
だ
ま
だ
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
な

い
と
い
う
焦
燥
感
が
入
り
混
じ
っ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
自
衛
隊
の
名
誉
と
誇
り
と
い

う
点
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
声

を
あ
げ
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
引
き
続
き
、
千
葉
県
隊
友
会
は
地
域
に
根

差
し
た
国
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
と
し
て
の
活

動
を
行
う
と
と
も
に
隊
員
家
族
支
援
に
係
る
連
携

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

終
わ
り
と
な
り
ま
す
が
平
素
か
ら
我
々
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
特
別
会
員

の
皆
様
、
現
職
自
衛
隊
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
考
え
や
知
識
だ
け
を

増
や
し
て
も
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

少
し
で
も
国
を
守
る
た
め
に
働
け
れ
ば
と
予
備
自

衛
官
補
を
受
験
し
ま
し
た
。
予
備
自
衛
官
補
採
用

後
、
予
備
自
衛
宮
任
用
の
た
め
の
訓
練
を
無
事
に

終
了
し
、
晴
れ
て
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
ま
し

た
。
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
て
か
ら
、
十
年
ほ

ど
経
っ
た
こ
ろ
、
国
際
情
勢
の
緊
張
感
も
高
ま
っ

て
お
り
、
「
も
っ
と
世
の
中
の
力
に
な
り
た
い
」

「
一
つ
上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
地
本
の
担
当
者
よ
り
お
声
が
け
し
て

頂
き
、
年
齢
や
職
場
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
今
を
逃

す
と
も
う
難
し
い
と
決
断
し
、
即
応
予
備
自
衛
官

を
志
願
し
ま
し
た
。
現
在
も
即
応
予
備
自
衛
官
を

目
指
し
て
特
技
取
得
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
が
、

学
ぶ
こ
と
も
濃
く
と
て
も
新
鮮
な
日
々
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
若
い
仲
間
と
一
緒
に
訓
練
を
受
け

る
の
は
肉
体
的
に
は
辛
い
で
す
が
、
人
生
の
ス
パ

イ
ス
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
「
職
業
・
環

境
・
年
齢
な
ど
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
が
、
何
か
し
ら

似
た
思
い
を
持
っ
て
訓
練
に
出
頭
し
、
同
じ
釜
の

飯
を
食
う
先
輩
や
仲
間
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
が

何
よ
り
も
嬉
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の

国
防
に
ほ
ん
の
僅
か
か

も
し
れ
な
い
が
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
千
葉
県
隊

友
会
理
事
役
と
し
て
、

今
後
も
諸
先
輩
と
と
も

に
楽
し
く
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

『
予
備
自
の
皆
さ
ん
、

一
緒
に
隊
友
会
で

活
動
し
ま
し
ょ
う
！
』



懇
親
会
は
、
場
所
を
隣
の
会
場
に

移
動
し
、
国
会
議
員
・
県
市
議
会
議

員
等
の
特
別
会
員
、
関
係
諸
団
体
の

皆
様
、
千
葉
県
庁
災
害
・
危
機
対
策

監
等
お
よ
び
海
自
教
育
航
空
集
団
司

令
官
國
見
海
将
以
下
、
陸
海
空
在
葉

部
隊
指
揮
官
十
〇
名
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
総
勢
八
十
七
名
に
よ
る
隊
友

会
ら
し
い
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
始
に
あ
た
っ
て
、
衆
参
国
会
議
員

の
挨
拶
と
千
葉
県
議
会
議
員
・
各
市

議
会
議
員
十
三
名
の
ご
紹
介
の
後
、

在
葉
部
隊
指
揮
官
の
紹
介
と
代
表
し

て
國
見
海
将
に
よ
る
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
た
後
、
新
着
任
の
陸
自
高
射
学
校

長
久
保
陸
将
補
に
よ
る
乾
杯
に
よ
り

開
宴
、
会
長
以
下
支
部
長
は
ご
来
賓

と
親
し
く
懇
談
し
て
、
千
葉
県
庁
の

新
宅
対
策
監
（
陸
自O

B

）
の
乾
杯
に

よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

隊友千葉だより令和７年５月 第７８号
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“令和７年度千葉県隊友会通常総会”開催

令
和
七
年
度
千
葉
県
隊
友
会
通
常
総
会
を
四
月
二
十
三
日
に
ロ
イ
ヤ
ル
パ

イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
千
葉
（
千
葉
市
中
央
区
中
央
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
会
長

以
下
県
本
部
、
各
支
部
長
等
お
よ
び
顧
問
・
参
与
の
会
員
合
わ
せ
て
四
十
六

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
国
歌
斉
唱
、
四
十
八
名
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
、

会
長
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
千
葉
中
央
支
部
長
の
今
瀬
支
部
長

の
議
事
進
行
に
基
づ
き
、
大
根
事
務
局
長
か
ら
令
和
六
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
、
河
西
監
事
役
か
ら
会
計
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
令
和
七
年

度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
お
よ
び
令
和
七
年
度
役
員
・
支
部
長
選
任
の
五
個

議
案
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
に
よ
る
審
議
を
経
て
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
実
施
し
、
令

和
六
年
度
千
葉
県
隊
友
会
活
動
、
特
に
部
隊

研
修
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
海
上
自
衛

隊
下
総
教
育
航
空
群
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
ま
た
、
隊
友
会
支
部
活
動

等
に
ご
尽
力
さ
れ
た
会
員
五
名
に
会
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

司会進行：県本部藤田理事役

議長：今瀬 千葉中央支部長

休
憩
を
は
さ
み
、
恒
例
の
「
防

衛
講
演
会
」
を
開
催
し
、
今
回
は
、

「
参
議
院
議
員

佐
藤
ま
さ
ひ
さ

氏
」
を
お
招
き
し
て
、
最
新
の
外

交
・
安
全
保
障
情
勢
と
防
衛
施
策

お
よ
び
自
衛
官
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
国
会
活
動
等
に
つ
い
て
、
貴

重
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感謝状・会長表彰の受章者

沼
南
支
部

上
村
英
志

木
更
津
支
部

桂
井
功
一

林

淳
一

   

（
代
理
：
清
水
支
部
長
）

下
総
教
育
航
空
群

群
司
令

尾
畑
一
佐

沼
南
支
部
・

県
事
務
局

高
瀬
孝
代

成
田
支
部

小
山
昭

防
衛
講
演
会

佐
藤
ま
さ
ひ
さ
参
議
院
議
員

演
題
「
我
が
国
の
安
全
保
障

環
境
に
つ
い
て
」

下総教育航空群
司令 尾畑１佐に
感謝状贈呈

懇

親

会

國見海将のご挨拶 佐藤まさひさ参議院議員の講演



令和７年度隊友会本部 定時総会における議決権の行使要領

隊友千葉だより令和７年５月 第７８号

令
和
七
年
度

千
葉
県
隊
友
会

役
員
お
よ
び
支
部
長
の
新
任
・
退
任

春 の 叙 勲

【千葉県隊友会事務局】
〒260-0042
千葉市中央区椿森1丁目26-9

コンラッドビル4階
電 話：043-306-2095
ＦＡＸ：043-306-2096

Eメール
chibataiyuu@angel.ocn.ne.jp
ホームページ
http://www.chibataiyuu.com/

R7年度隊友会定時総会における議決権の行使は、原則として電磁的方法（メール）により代理
人（千葉県は、菊地聡会長）に委任していただきます。
その要領は下記のとおりとします。（議案は、「隊友５月号」に掲載）

携帯電話（スマホ）
QRコード読取り

議決権の代理行使書(遠隔者等用)

宛先 千葉県 （都・府・県・地方）隊友会代理人

殿菊地 聡

私は、令和７年６月２４日開催の令和７年度定時総会における各議案に
ついて、貴方を代理人と定め、全議案を代理人に一任します。

令和７年 月 日
議決権代理行使委任者

住所 〒

千葉県

1.本様式は、全議案を代理人に一任する場合に使用する。
2.本様式は、電磁的方法(メール)により送付し、止むを得なければ、ＦＡＸ 又は
切り取ってはがきに貼付し郵送し議決権の代理行使を行う方法に活用する。

◆本様式に必要事項を記入し、支部長にメール送付
（支部長のメールアドレス不明の方は、県本部に直接メール送付。回答がない場
合、委任に同意とみなします。また、ご意見は、支部長を通じて提出）

）

※昨年までの返信ハガキの
郵送および支部毎の一括署
名による委任は、実施しま
せん。

※支部長は、委任者数（回答者数）を県事務局に報告

氏名

［注］
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新
任

花
見
川
支
部
長

片
山

隆
仁
（
技
）

理
事
役

柴
田

博
美
（
陸
）

退
任

顧
問

神
原

誠
司

理
事
役

門
岡

慎
也

我
孫
子
支
部
長

豊
嶋

尉
史

鎌
ヶ
谷
市
牛
腸

坂
本

祥
貢

瑞
宝
小
綬
章

山
武
東
金
支
部

伊
藤

隆   

（陸

第
十
一
旅
団
）

柏
支
部

田
中

仁

（空

航
空
保
安
管
制
群
）

鎌
ヶ
谷
支
部

塚
本

賢
二
（空

航
空
中
央
業
務
隊)

船
橋
支
部

寺
谷

猛

（陸

補
給
統
制
本
部)

  

柏
支
部 

  

野
田

耕
平
（空

航
空
総
隊
司
令
部
）

千
葉
稲
毛
支
部

松
山

守
秀
（海

下
総
教
育
航
空
群
）

安
房
支
部

三
好

文
雄
（空

第
３
輸
送
航
空
隊
）

危
険
業
務
従
事
者

瑞
宝
双
光
章

柏
支
部

内
野

俊
也
（陸
東
京
地
本
）

危
険
業
務
従
事
者

瑞
宝
単
光
章

佐
倉
支
部

安
部

宗
悦
（陸

習
志
野
駐
屯
地
業
務
隊
）

松
戸
支
部

北
川

辰
三
（陸

需
品
学
校
）

受
章
者
の
皆
様

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和７年度隊友会本部 定時総会における議決権の行使要領
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船
橋
の
地
名
は
、
市
内
中
心
部
を
流
れ
る
海
老
川

に
「
船
を
並
べ
て
上
に
板
等
を
渡
し
て
作
っ
た
橋
」

の
故
事
に
由
来
し
ま
す
。
現
在
で
は
川
幅
も
狭
く
小

河
川
の
海
老
川
で
す
が
、
昔
は
川
幅
も
広
か
っ
た
よ

う
で
す
。
今
で
は
桜
の
名
所
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

等
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

隊友千葉だより

昭
和
５
６
年
４
月
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
４

４
年
、
県
都
千
葉
市
へ
８
キ
ロ
、
都
心
へ
４
０
キ
ロ

圏
内
に
位
置
す
る
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
近

年
人
口
が
増
加
し
て
い
る
四
街
道
市
は
、
明
治
時
代

以
降
軍
都
と
し
て
繁
栄
し
た
歴
史
も
併
せ
持
つ
魅
力

あ
る
街
。
そ
し
て
会
員
約
１
７
０
名
を
誇
る
我
が
四

街
道
支
部
は
令
和
５
年
１
月
、
役
員
２
５
名
の
約
半

数
が
６
５
歳
以
下
、
そ
し
て
退
官
数
年
以
内
と
い
う

若
き
体
制
（
筒
井
紀
詔
支
部
長
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

「
一
人
一
人
の
行
動
、
実
践
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
時
代
を
迎
え

た
自
衛
隊
と
国
民
を
結
び
つ
け
る
真
の
意
味
で
の

「
国
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
」
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
活
動
を
会
勢
拡

大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
個
々
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
下
志
津
駐
屯
地
の
現
職
自

衛
官
と
の
交
流
事
業
は
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
隊
友
会
へ
の
入
会
促
進
に
つ
な
が
る
貴
重
な
事
業

で
す
。

◆

四

街

道

支

部
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◆

船

橋

支

部

船
橋
支
部
は
１
５
個
分
会
、

会
員
２
３
７
名
（
特
別
会

員
１
０
名
含
む
）
大
所
帯

で
す
。
月
１
回
習
志
野
駐

屯
地
会
議
室
を
お
借
り
し
、

隊
友
会
新
聞
の
配
付
作
業

に
併
せ
て
会
同
等
を
行
い
、

情
報
交
換
に
努
め
て
い
ま

す
。

◆
６
月

習
志
野
駐
屯
隊
員
家
族
安

否
確
認
実
動
訓
練

◆
９
月

習
志
野
支
部
・
市
川
支
部
の
協
力
を
得
て
千
葉

県
葛
南
地
区
防
災
備
蓄
倉
庫
物
資
払
出
し
訓
練
、

◆
年
２
回

習
志
野
駐
屯
地
隊
員
の
定
期
異
動
前
引
越
し
見

積
り
説
明
会

◆
６
月
、
８
月
、
１
１
月

市
内
大
穴
地
区
に
あ
る
嗚
呼
海
軍
七
勇
殉
難
の

跡
碑
（
航
空
機
墜
落
事
故
の
犠
牲
者
慰
霊
碑
）

周
辺
の
草
刈
り
と
慰
霊

◆
習
志
野
駐
屯
地
行
事

創
立
記
念
日
、
夏
祭
り
、
初
降
下
訓
練
展
示

等
）
へ
の
参
加
、

◆
毎
年
２
回

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
時
の
講
話
等

◆
本
年
２
月

県
本
部
大
根
事
務
局
長
お
よ
び
会
勢
拡
大
担
当
の

茂
木
理
事
役
に
来
て
い
た
だ
き
、
習
志
野
駐
屯
地
の

定
年
退
官
予
定
者
及
び
各
部
隊
人
事
担
当
者
等
に
対

し
て
隊
友
会
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
勢
拡
大
に
つ
な
が
る
第
一
歩
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
発
行
す
る
「
支
部
便
り
」
を
通
じ
て

支
部
の
活
動
状
況
、
新
た
な
防
衛
政
策
、
厳
し
い
自

衛
官
募
集
の
状
況
等
必
要
な
情
報
を
幅
広
く
提
供
し

て
会
員
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
年

始
に
は
、
賀
詞
を
交
歓
す
る
新
年
交
流
会
を
開
催
し

四
街
道
市
長
、
特
別
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深

め
る
事
業
に
も
取
り
組
み
、
隊
友
会
及
び
自
衛
隊
の

理
解
促
進
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

四
街
道
支
部
は
今
後
と
も
役
員
・
理
事
一
人
一
人

が
役
割
を
果
た
す
「
組
織
的
な
活
動
」
を
基
本
と
し

て
事
業
の
目
的
・
目
標
を
共
有
し
つ
つ
結
果
と
し
て

会
勢
拡
大
に
つ
な
が
る
活
動
を
実
践
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
参
り
ま
す
。

（
文
責
：
副
支
部
長

奥
村
晶
一
）

以
上
の
活
動
を
元
気
い
っ

ぱ
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
会
員
の
高
齢
化
、

新
規
会
員
の
減
少
等
の

問
題
も
他
の
支
部
と
同
様

に
抱
え
て
お
り
、
悩
み
は

尽
き
ま
せ
ん
。

海老川の桜堤
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